
9月  9月12日（日） AM9：30 ～ PM4：30　受講料 / ¥10,000（歯科衛生士の方は¥5,000）

　近年の審美的歯冠修復材料の開発、進歩は著しく、日常臨床において材料
や修復方法に戸惑うことも少なくない。単独冠の95％以上が失活歯であること
から、支台築造は必須の治療プロセスであるが、鋳造ポストコアが主流であった
従来の支台築造法から最近のファイバーポスト応用コンポジットレジンコアへ大き
く変遷し、その目的も変化してきた。さらに、患者さんおよび術者のニーズにおい
て、より美しく、自然感のある修復物が求められ、審美的歯冠修復方法も多種多
様である。ハイブリッド型コンポジットレジンは、機械的特性や操作性が大きく改善
され、広く臨床適用できる可能性をもっている。また、セラミック修復においては製
作方法の変遷に伴って、長期にわたるエビデンスが確立されているセラモメタル
クラウンと審美性の高いオールセラミッククラウンは凌ぎを削り、「審美修復治療」
の双璧にある。特に、ジルコニアの導入によってセラミック修復は大きく革新し、そ
の適用領域も広がっている。しかし、その背景にあるのは接着技術の確立と
CAD/CAMシステムの発展であり、Digital Technologyの登場によってこれか
らの「審美修復治療」は大きく変化すると思われる。
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